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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子は、膜活動電位の再分極に機能する電位依存性A型カリウムチャネルの細孔サブユニットを構成する多回膜貫通型タンパク質をコードしています。電位依存性カリウムチャネルの活性は、神経伝達物質の放出、心拍数、インスリン分泌、平滑筋収縮の調節など、多くの生理学的プロセスにおいて重要です。[RefSeq提供、2013年8月],ドメイン:セグメントS4はおそらく電圧センサーであり、3つおきの位置に一連の正に帯電したアミノ酸があることが特徴です。,機能:電位依存性迅速不活性化A型カリウムチャネルの細孔形成（α）サブユニット。心臓のI(To)電流とニューロンのI(Sa)電流に寄与すると考えられます。チャネルの特性は、他のαサブユニットおよび調節サブユニットとの相互作用によって調整されます。,類似性:カリウムチャネルファミリーに属します。 D（Shal）サブファミリー。,サブユニット：KCND2および／またはKCND3とホモテトラマーまたはヘテロテトラマーを形成する。調節サブユニットKCNIP1、KCNIP2、KCNIP3、およびKCNIP4と類似性を示す。DPP10と相互作用する。,組織特異性：広く発現する。脳、特に小脳と視床で高発現する。脳の他の部位では低レベルで検出される。,
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	KCND1抗体を用いたNIH/3T3細胞ライセートのウェスタンブロット解析。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	KV4.1ポリクローナル抗体を用いた3T3細胞のウェスタンブロット解析

